
海底地質における

ドレッジとその操作にっいて

はじぬは

±組質調養所で船ζ秘搬恕爽海大学友2肚による九州鱗ガ瓢ヨ鴎

周辺海賊該)海底地質鯛澄(地質鴛孤一スNo.王雛王腿醐参

照)1到弊し轟なる員的⑳怒湖慧いくつかの型の採溌畿が憾踊

さ沈炎紛1雌藤燃蝉鰯して脈も破献が酸巌

試條篶淀怒の恐蘇議阜努圃猿蹴した結果一部糾此改農を

要ず器漁秘みお紡蝪晩中翁後の研究の参考のためにここ

に操溌篭墨1約構澄濠繰耀海獣繁怒塗くにそのための難船激など

を総介じ愁夢･秘お泰笈刷凄ドンッジに璽慮を抽湊簸

後記搬状擦瀦灘ぽ孤沃の残慈缶紛1二神桁の策海大学船､炎

び菓海災栄魂黛泄築組蟹諸熊地質調葡伽)九州修苅寧川忠

夫爾籏衡の擬鋤塾縛愁由凄愁棚賛美時宜特磯技締築属かζ｡は

原樹詞もヨ/てのざ鴬鼠む沈だ1派､こが刑プ戸に感辮㌻

意を表したい,

1地質試料繰取糠淑

この調査では

ず璽カ武枝状採潴艦

騨閉蓋式SA型採泥採水溝皿型

八大型円筒型ドレッジST式互型

二小型採泥器餐丁武巫型

の4種の試料採取機器を使用し醐地点において計

醐回の地質試料採取を行なった由これら試料採取機

籍の使1用頻度とその地点の水深および採泥回数は下

表に示す通1)で勅る.

第1表

佐藤孫七1驚本市太郎

る試料採取は邦常に困難であった,閉蓋式SA型と大

型円筒型sT武両型は海底露岩地区と思われる地点で雑

体の一部が岩によって破損し海底に脱落してしまった.

袋小製擬泥器搬武逐型

s㌘武澄独擬耀総

大型円筒灘閉講式擦泥

ST器

川心三角錐肋チ炉ン榊艀手r二冊.

図1小型採泥器ST式II型
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使用法

採泥器の揚げ除しには電動捲揚機中型(馬力10旺)を使

用し捲揚用ワ･イヤｰには3㎜径のものを使った.

次に採泥作業を順に記載する･

互)測点に近接した時船の速力を峨るめ採泥器を舷

図黛�
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2)作業時間の短縮能率上船の操舵が錦一で(ス

=クリュｰにからまらぬようぽ注意し)好状態でな

い場合は風上舷に採泥器を入れてを双イヤｰ延ば

す､

図3慧㌘式1I型の操作

3)着底後ブレｰキを止めワイヤｰの送1)を止める､

4)船の行暴薯しい場合には風圧流圧で船俸が移

動してワイヤｰの約バ添取れて張ると採泥器

が第4図の④の状態になる.

イヤｰを牒1〕始める

と拭泥瞥のr1由戸

イヤｰ壷獺暑と贋■例

よ]州兵態管内

に唾断出入rて

図4獲方式及型の撮咋

5)第遂図◎に示す運動を約蟻～奪分位繰り返して引

揚げる.但し深い場合(300～800肌～1000孤)

め鉦き縫は塁分～婚分閥位曳く由

6)引揚げ條薬⑳際ははワイ栄一の残灼⑪o鰍位で派

ビｰ将を繊鳶め約蜘獺爾後で盗め葬蜜慧鷲捲揚

げる､

轟爽鍵擁耀欝憲綴織愛塑

捗愁

然纏鷲

蟻

跨心鋒薦轄煮
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図5大型擦泥器STI型

大型ドレッジには船俸最後部にある大型ウインチ油圧

武捲揚機(馬力1S瞭)を使用した.

鑓燭湊

採泥準備は次のと釧)

互)作業前に全般約準騰を行なう

蟹)擦測乍業δ分前踊意完了

3)実際作業の準備を行なう

一一ざ)大型器をクレｰンに掃P先端手掛に燭し｡漂一プをかけて船

外に昂りクレｰンのフッタを玲す｡

口)次に錘をメインワイヤｰに張りブロックの下部で吊る

(第6図①②の状態になる)

錘と採泥器の間は10㎜のチェン51nで三角板接続部

(フライト)に連結した.
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を張りドレッジは海底を引きづりながら砂泥岩等

を管内に入れるのである岳錘が海底面をジャンピング

している状態では採泥できないのでワイヤｰを懸はじ完

全に着底の状態でワイヤｰの送りを止める.

しばらくしてゴツゴツというショックと同時紀底質が

入りほじめたことがわかる.再び錘が浮いて海底がら

離れるのでワイヤｰを延ばし着底密せる､tの動作

の繰り返しを海底において採温器か動き始めてから約6

～7分間行なったのも捲揚げる｡

この際注意すべきことは採泥器を潮の流れる方向に引

くこをを原則とするζ&でこれはワイヤｰの響曲で操

泥器(下図④)が海底で育効に働かすためである｡

は100㎏～200k9位とするのが適当であろう.採泥中は

ワイヤｰの張りを注意しワイヤｰの態擾の止めを忠実

に行なう｡また船尾下スグリ狐一のプロペラには特に

注意し絶対にから凄らないよう紀しなければならない.

採泥器の引揚げ作業時にはワイヤｰに付着する海水を

ウエスでぬぐいとることも必要である..器が近くなる

と巻揚げスピｰドをゆるめワイヤｰの端の接続錘が見

えたとき｢水面｣と報告するとウイ1/チマンかスロｰ

に捲揚げ導車の手前約10～2晦位で止め次にストロ

ヅプをチェンに廻してかけ基部を畜めるガントリクレ

ｰンを下げフックをストロッブにかけ平捲揚げ船内

に取り入れる.この場合の注意は波浪等で船カミロｰ

リングの場合適当な隠一プを器の上部に巻きつけて動

揺を防止しないと事故のもとになる.
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図7ST夏型の操作2

着底直後でワイヤｰに角度のないとき即ち水深とワイ

ヤｰの長慈がほとんど等しいときにほすぐ浮き上るか

ら頻繁にワイヤｰを延ばし着底を繰り返すことが重要で

4闘蓋式採渥操氷欝sA湿製

ζれは底質お同時に底層水をも採取する目的で考案さ

れたものである.

使用法

'ST式n型と大同小異でほとんど同じであるが次の

点が異なる.

＼

図8
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探泥衝

副書する状態絃衣器忍恕であ岱てζ樽揚禽の塊航は

繊肯養父ツ恥鷲も玉ノ災篶懇愁敦い甫翼は操溌熔成勤淡

蕃ぷ蚤繕滋幾熔滋カ概調整鎧行な蚤慧畿鷲灘篇咀

曳航鱒閥繊雅深王蟻⑬滋～鰯鰍懇は海魚弼分胸琳怨ま

い由要憾海底⑳将レ災汐秘術劾絶倒い花湾沌効淡蹟

り洩航労陶お海流鋤液瀞の澄謹縫は籍⑳働勘添鍵

鴛粉閥彰繁沸蕃慧畿秘灘義串水深醐剛滋簿底質淋

泥⑳所榔分間位芯一概概蕊鋤精通懇瀦由`双

イヤｰ⑳憩疑魔禽締狩レ毅箒の蔑航路閥欝終劾添は魏

揚で皿イ却一熔儀勅器形灘災ク登録体恋愛は籔滋鳶忍あ

秘簸愁麓襲聡所繁鮮鰍詑ら杓れ蕃路繋憾鱗嚇欝

通は郷鈴閥肉殊機い所刷拶分～窪紛鷲未分懇滋叙

錘は深畿⑩O晦以上で断聰～蜘鵬傲黛C③㈱蝋遁鷲

閉義氏擦泥擦水艦STII型

準備として閉め周壁(錘兼蓋)を吊りあげてプラ

イドルにかけそれをダビットに掛けて吊り降す.測

点で海底に降し着底後は甑笈型を岡穣はして着底

閉講武擬濯採水盤ST皿型�
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一採泥一延長一採泥一延長を繰り返す｡底質が十分ぽ

入るまでのドレッシングの所要時間は6分肉於深いと

ころでは隻0分～15分位である｡ドレッシングの後(五

～3秒間)メッセンジャｰを投入する凸メッセンジ栄

一が採泥器ぽ達したとき鴛ツンというシ男ック涼感じ

られるのでその後に本格的の捲上げを行なう吉ζの

シ嚢ックは蓋がメッセンジャｰの到達後は吊ってあゆだ

プライドルから外れたことを示すもので外れた蓋は帯

心線棒に添りて器の上部をおおうこ&になる｡

次に捲揚げの状態は前記のsT皿型とほとんど同様

である｡甲板に収容し即板上で蓋をあけて操水を銀

泥試料の観察と処理を行なう.

5柱状採泥器
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図9柱状
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採泥器
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使用法

互メインワイヤｰと

ヒストン本体ワイ

ヤｰをC点で遠緒

する｡

2D点(レバｰ部分)

でヒストン用買イ

ヤｰ⑦をナットで

止める一

3ピストン用ワイ却

一の長志はA～鷲

間のロｰプ⑧の長

さより少し長いか

ほとんど同様とす

る.

4①の処でたぐねて自由落下させる状態とする･

5この状態でメインワイヤｰを下げる葛の補助錘が

着底したら⑨のレバｰの先端A点が.丘二にあカミる

E点で籍は外れて落下する.

6底質に究書きさりた後捲上げ水面ぽ器が屍えた時

大声でウインチマンに告げるその後ごく微遠で

捲揚げガントリクレｰンのフックに器をかけ替えて

船内に吊り上げる苗

舳一町餐叫亨叫萎磯嚢

釜

磯中嶋山破瓜

＼

髪

鰍蔓艦船漆離滅⑧災慈溶&慈1愛鰯⑳漢簑1ζ緊一で箏一場欲鰭

;副一驚一餐幻磁鰯ζ沸嚢扱る幻箏艦艇じ叉餐一?一憂

一警幻状態綬絃欄怒麟弓鵬浮義｡

十分ぽ欝を混綿終鑑めζ蜜愁る漢簑悠麟閥をかけて海

底悠降葛松岡麟樽ワイヤｰを態凝して蛾く獅分間位

も移れば餓･串余り掻くするを糠ばず1概イ却一淋切

断衣るこお秘滋る昔馴揚げ蕃隻意婁ζは船室後進蜜愁て

総～鮒⑨の繊置嚢で翼㌫て籍を搬慧閥跨熔前進巷

澄で災イ帝_か黒クリ狐_…助帖漢ぬ糠綬注鴬ずる､

⑤⑳佳麗瑚脇げ愚ぷ操泥籍淋繭ること紀なる｡掻揚

機淡船鴬嗣板紘装置嵩れている&きにはワイヤｰを蟹

薩熔するぷう彼操船をしゃずい｡

錫鎧淋曹

以山脈今鰯鍵周じ液遂穣の機欝についての戎淀がと

く1輔盤武擦瀦籍嵩紬型はついでき島は次の改輿を

翼衣ると思われるので最後紀ζの､較はりいての残る咄

鰯1王

a.L図に示す如くプライ1ごルぴ)機幣そのものを海底露砦匁と

に当ってもメッセンジャｰが到達しないと動かない状態に

繰つように改良する｡

b錘片心部上部はワイヤｰ角に添って片心貧を自動的に調整

できる機構にする.

なお採泥器については筆者らのうも佐藤が述べたこ

とがあるので下記文献を参照していただきたい.

堆積学研究肌玉工刈4(1956)互5王6(1957)

簑⑪一一望王(1960)

(雑制素策海大学海津学部および地質調査所技術部将藤枝衡課)

桜状擦溌籍�




